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日 時：2023年 9月21日（木）18:30～20:30 

会 場：西信達公民館 多目的ホール 

参加者：計 15 名 

    西信達地区住民  ：13 名 

    西信達小中学校教員：２名 

西信達地区 

ワークショップ 

瓦版 vol.３ 

第３回テーマ 

『地 域 と 学 校 に つ い て 』  

 西信達義務教育学校の新設に当たり、新しい義務教育

学校のめざす姿を地域全体で考えるため、第３回「西信

達地区ワークショップ」を実施しました。 

 第３回では、「地域と学校について」というテーマで

意見交換を行い、地域の皆様の新しい義務教育学校への

ご意見や思いをたくさんお聞きすることができました。 

グループ
ワークで 
意見交換 

１班 

学校と地域の思いをうまく引き合わせ

て、地域住民が学校をより身近に感じら

れるように、現在 PTAや民生委員が担っ

ている役割を地域全体の関わりに広げ

ていきたいといった意見がでました。 

２班 

地域住民が自分の経験を子どもたちに

伝えたり、逆に子どもたちがスマートフ

ォンの使い方を地域住民に教えたりす

るなど、お互いが成長できるような関わ

りを持ちたいといった意見がでました。 

３班 

「密なつながり」や「ゆるいつながり」

など、地域住民の様々なつながり方を尊

重して、多様なつながり方ができる「学

校と地域の関係性」をつくっていきたい

といった意見がでました。 

第1回

『現在の学校について』

第2回

『めざす義務教育学校について』

第3回

『地域と学校について』

 グループワークでは様々な意見が出ました。この意見を下地に地元住

民の納得がいく学校になって欲しいと願っています。すべての意見を反

映することは難しいかもしれませんが、出来る限り盛り込んで頂けたら

と思っています。 

ワークショップの感想をご紹介！！ 

様々な世代や立場の皆さんと話し合いをしながら、新しい学校につい

て考えられた貴重な機会でした。 

地域住民が納得し、そして子どもたちの気持ちが一番尊重された学校

が生まれたらいいなと思いました。 

第 3 回ワークショップでは、次の３つのトピックを中心に意見交換しました。 

①地域住民と新しい義務教育学校の関わりについて 

②新しい学校に複合化してほしい施設・機能について 

③西信達小学校の跡地の有効活用のアイデアについて 

西信達小学校跡地の有効活用のアイデア 

 新しい義務教育学校は、現在の西信達中学校の敷地に建設する予定

です。そこで、西信達地区をより良くするための西信達小学校跡地の

活用アイデアについて地域の皆様にご意見をお伺いしました。 

西信達地区の皆様にとって身近で、南海本線岡田浦駅に近い場所と

いうこともあり、たくさんのアイデアをいただくことができました。 

？ 

 

 

・駅や近隣の認定こども園への送

迎を考慮したロータリーの整

備 

 

・駅前の道路を広げ、一方通行を

解消 

 

・和歌山方面のホームに改札を設

置 

 

 

・スーパーやコンビニといった日

用品や食品などの買い物がで

きる商業施設 

 

・お年寄りも買い物がしやすい移

動販売車の停留場 

 

・パン屋、カフェなどの飲食店 

 

・テナントが入ることができるス

ペース 

 

 

・子育て支援センター 

 

・子どもから大人までスポーツを

楽しむことができる施設 

 

・小さい子どもたち（未就学児）

が遊ぶことができる公園 

 

・地域の人が集えるコミュニティ

ースペースや防災機能を有す

る施設 

地域交流を促す視点のアイデア 

 

駅周辺のにぎわいを創出する 

アイデア 

駅前の利便性を向上させる 

アイデア 



 

 

 

   

 

地域の避難所としての機能 

・避難場所としての機能を充実してほしい。 

例えば 

 ■体育館（避難スペース）のエアコン完備 

 ■非常用発電 

 ■防災時も使えるトイレ 

 ■備蓄倉庫 

 ■浸水対策として、1 階より高い場所への避難

場所確保 

 

・避難時に個々のプライバシーが確保できる配慮

があるとよい。 

新 し い 義 務 教 育 学 校 と 

地 域 連 携 の こ と 

「西信達地区らしい地域と学校の関わり方ってどんなだろう？」

「学校が地域住民にとって気軽に立ち寄れる場所になるためには

どんな施設や機能があったら良いだろう？」そんな問いかけに対

して、地域の皆様が様々なご意見や思いをお話ししてくれました。 

地域住民と新しい義務教育学校の関わり方について 新しい学校に複合化してほしい施設・機能について 

学校活動の支援・サポート 

・学校授業の学習支援や部活動の補助（ボランテ

ィア）を行う。 

 

・地域の歴史・文化・暮らし・昔遊び等を子ども

たちに教える。 

 

・居住年数が長い住民と短い住民の交流が必要だ

と思うので、地域一体の取組ができるようにサ

ポートする。 

現在の取組の継続と展開 

・青少年指導員、民生委員が中心となっている通

学路での挨拶運動や通学の見守りを地域全体の

活動へ広げていきたい。 

 

・認定こども園の園児たちと交流する。 

→学校で地域住民が離乳食講習をするなど学校を

地域の子育て拠点に。 

 

・地域住民が調理実習等の特別授業のお手伝いや

子ども食堂のような取組ができないか。 

 

・西信達地区地域教育協議会フェスタのつながり

を継続し、広げていく。 

西信達地区らしい関わり方 

・地域住民が西信達地区の伝統産業を伝える。 

 

・西信達地区のお祭りと学校との関わりを深め、

地域全体で活動する。 

 

・お祭りで演奏する太鼓や笛などを教える。 

学校施設の地域開放 

・ランチルーム、体育館、運動場等の学校の施設

を地域の人も利用できるとよい。 

 

・図書室を充実させ、地域の人も使えて司書が地

域住民にも対応してくれるとよい。 

 

・地域の人も利用できる自習スペースがあるとよ

い。 

子どもたちと地域の対話 

・地域の人が子どもの視野を広げる情報を提供

し、気がかりなことや悩みを気軽に相談できる

ようにする。 

・様々な世代が交流できるようにする。 

例えば 

 ■子ども×高校生＆大学生 

→進路・進学・受験相談にのる。 

 ■子ども×社会人 

→仕事内容や人生経験を子どもに伝える。 

→西信達の文化・伝統を子どもに伝える。 

地域住民が使える交流拠点 

・地域の人が集まって話し合えるスペースがある

とよい。 

 

・子育て相談等ができるような場所があるとよ

い。 

 

・地域住民が集まれる、立ち寄りやすい雰囲気を

持つ外構（庭）があるとよい。 

 

・子どもたちの学校活動の様子や制作展示が見ら

れるような場所があるとよい。 

学校と他機能の複合化 

・地域のイベントなどもできる小さなホールがあ

るとよい。 

 

・交番があれば安心できる。 

 

・カフェ、軽食販売、駄菓子屋などの軽い飲食が

とれるスペースがあるとよい。 

 

地域の人と学校が交流していく中

で、新しい義務教育学校が地域に

とって、身近に感じられる場所に

なったらいいなあ。 


